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fF!fl!Pジオグリッド『ネステムJJ(ffØ~施工事傭

1.はじめに

清水建設(株)土木本部技術第一部

川崎康貴

ネステムは、引張強度の高いガラス繊維の連続繊維束をピニルエステル樹脂に含浸させて、

格子状に一体成形したFR P (繊維強化プラスチック)製の補強土工法用ジオグリッドであ

り、清水建設株)と旭硝子マテックス株)が1989年に共同で開発したものである。この性能上

の特徴は超軽量で高引張強度・高引張剛性・低クリープという力学特性にある。特に、引張

剛性は従来のジオグリッドに比べて、大きなものとなっており、そのため、のり面が急勾配

化された盛土においてのり面の変形を極めて小さく抑える効果がある。

ネステムの今迄の適用事例には、盛土補強・補強土壁・土圧軽減・路盤補強・支持力補強

があり、そのなかでも補強土壁としての施工件数が大半を占めている。なお、補強材として

のネステムの技術審査証明は、側)土木研究センターより1993年6月に取得している。

ここでは、ネステムの材料特性と土との相互特性およひー補強盛土工法の施工事例について

その概要を紹介する。

2. ネステムの材料特性および土との相互特性

拘束効果のない状態の自由面となっている盛土のリ面は、盛土の標準勾配より急勾配にす

ると変形しやすく、崩れやすい。-方、ジオグリッドを盛土内に水平に敷設すると、土と補

強材との聞に発生する摩擦抵抗で土の変形を拘束するため、すベリ破壊を防止できるように

なる。このジオグリッドの補強盛土構造として高い安定性を得るためには、ジオグリッドの

引張特性(強度・剛性)、および土とジオグリッドの摩擦抵抗やかみ合わせ効果が必要な機

能となる。この機能性を開発コンセプトとして開発されたのが、 FRPジオグリッド「ネス
テムJであり、以下にその特性を概説する。

2.1 諸元と性能

表ー lにはネステムの諸元と性能を示し

ているが、この破断ひずみは2.2%と小さ

いため、引張剛性は255'"'-'900ぜ1mの範囲
となり、他のジオグリッドに比べ2'"'-'10倍

の引張剛性を有している。一般に、盛土材

として利用した締固め後の士の変形特性を

考えると、そのひずみ範囲は、概ね1'"'-'5%

と小さい値を示す。このことから、ネステ

ムは士の微小ひず‘み範囲で土構造物の変形

を抑え、土の自重や他の荷重等で生じる力

を補強材として相応に分担できることがわ

かる。

表一 l 諸元と性能

uロu 番 G B 5 G D B G D 10 G B 15 G D 20 

素材構成 ~'j x繊維と Eニル1)，1" 樹脂によるFRP(織維強化1H予け)

織 *ftm (lexJ本) 2.700 4.4ω 5.400 8.900 10.800 
路

縦 100 100 100 100 100 
目合い(醐)

横 30 30 30 30 30 

元製 ロロロ 幅(皿) 1.0∞ 1. 000 1. 000 1. 000 1. 000 
盟国品長さ(皿) 30. 000 30.0∞ 30.∞o 30.000 30.000 
質 畳(g/m') 260 420 510 850 

品質管理強度 縦 6.0 9.0 12.0 18.0 24.0 

(tf/m) 横 3 0 4.5 6.0 9.0 12.0 
性
E国品基串強度 縦 5，0 8.0 10，0 15.0 20，0 

(tflm) 検

ヲ|張剛性 縦 255 360 450 675 900 
ti~ 

(1 [1岡) 繊 135 216 270 405 540 

破断ひずみ(%) 2，2 2.2 2，2 2.2 2.2 
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2.5 一体化効果特性

ネステムの一体化効果特性を把握するため、図-5のよ

うに補強土を作成し、大型三軸圧縮試験を行った結果を図 al 

-6に示す。供試体寸法は直径D=35.8cm、高さH=80

cmであり、試料土は豊浦砂を用いた。ネステムの敷設間

隔~H を種々変化させて試験を行っているが、図一 7 に見

られるように D/~Hの増加に応じて、圧縮強度も直線的に

増加する傾向が得られた。また、側庄内に拘らずその勾配

が一定となっていることから、ネステムの強度を一定にし

て土を補強した場合には、明らかに敷設間隔に応じた補強 図ー5 三軸圧縮供試体

効果(見かけの粘着力の増加)が得られることがわかる。

輸ひずみ E (%) 

図ー6 補強土の大型三軸圧縮試験結果

3. 補強盛土工法の施工事例
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図ー7 D/~H による補強効果

ネステムの適用分野としては、補強盛土工法・軟弱地盤上の敷設材工法や路盤補強工法等

があるが、ここでは、補強盛土工法の施工事例を示す。補強盛土工法には、盛土補強と補強

土壁があり、前者は、のり面勾配が1: 1.0より緩い盛土に適用する場合、後者は、のり面勾

配が1: 1.0より急な盛土に適用する場合をいい、以下に各々の工事例を示す。

3.1 盛土補強の工事例

本事例は、グランド建設工事において盛土補強として敷込み式で施工したものであり、そ

の仕様は盛土部のみの直高でH=27.5m、のり面勾配1: 1.5 ""'2.0である。盛土断面を図ー8

に示す。使用した盛土材は、強風化~風化状の安山岩であり、土砂化を呈し粘土分がやや多

いものであった。原設計では盛土のり面勾配が1: 2.0で計画されていたが、用地上の制約か

らのり面勾配を部分的に1: 1.5に変更する必要性が生じたため、ネステムによる盛土補強工

法が採用されたものである。なお、施工時の盛土内の過剰間隙水圧を速やかに低下させる目

的で、ネステムの下側には排水機能を有する不織布(500mm幅)を水平間隔2.5mで敷設した。
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